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事 業 報 告 用

令和 3年度 事 業 報 告 書
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1 事業の成果

令和 3年度は、定款にある3事業にそつて、以下の通りであった。
(1) からだの知識の普及事業
・ 逗子市立図書館で、親子 7組に対して「体のお話会」を実施した。

(2)からだを教える人材の育成事業
・ オンラインの「からだ先生研修会」を3回開催し、保育士、図書館司書、看護師、助産師等延

べ 24人が参加した。
(3)か らだを教える教材の開発・普及事業

・ 臓器 Tシャツの改良を進めた。子どもが体を学ぶプログラム時に親しめる歌と踊りについて、
改良を進めて公開を行った。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【 】千円)
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事業内容 日時 場 所
従事者
人数
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範囲

ぜ軍碧
人数

事業費
(千円)

(1)か らだの
知識の普及事
業

逗子市立図書館でのお話
会に参加 した。

11/14(日 )

10:30  ～

11:30

逗子市立

図書館
2人 親子

7組 (子

ど も 7

名 )

4.1

(2)か らだを

教える人材の

育成事業

子 どもに体のことを教え

る人材育成のための研修

会を開催 した。

げ6(日 )

10:00‐

12:00

オンライ

ン
8人

看護師、

保育園看

護師等
8人

0

9/5(日 )

10:00・

12:00

オンライ

ン
8人

看護師、

助産師、

主婦等
8人

2ノ6(日 )

10:00・

12:(X)

オンライ

ン
8人

看護師、

図書館ス

タッフ、

大学教員

等

8人



(3)か らだを

教える教材の

開発・普及事

業

子 どもが消化器系を学ぶ

ための Tシャツ教材の開

発・改良をした。

通年

オンライ

ン

勝 どき事

務所

5人 123

子 どもが体を学ぶプログ

ラム時に親 しめる歌と踊

りの改変と公開をした。

通年

オンライ

ン

勝どき事

務所

5人 162

紙芝居の増刷をした。 8月

オンライ

ン 5人 380



書式第 13号 (法第 28条関係)

令和3年度

事 業 報 告 用

活動計算書 (その他事業が上里場合)

法人 からだフシギ
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15 28
事 業 報 告 用

令和3年度 貸借対照表
特定非営利活動法人 からだフシギ

現金預金
未収金
棚卸資産

628,210

2,561,115

2
1

車両運搬具
什器備品

2
ソフトウェア
借地権

3
敷金
長期貸付金

【A】 貴 産 合 計 ①+② 3,189,32

未払金

預 り金

2

長期借入金
退職給付引当金

2,000,000

ロ

1 227 813
-77

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 3,150,525
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令和3年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 からだフシギ

重要な会計方針
計算書類の作成は、 NPO法 人会計基準(2010年7月 20日 2011年 11月 20日 一部改正
NPO法人会計基準協議会)に よつています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

(2)固定資産の減価償却の方法

(3)引当金の計上基準
・ 退職給付引当金

引当金

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

(5)消費税等の会計処理

2.事 業別損益の状況

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳

科 日 (1)知識の
普及事業

(2)人材の

育成事業
(3)教材開発
普及事業 その他

事業部門計 管理部門 合計

30000
48000 550131 598131

30000

34000 34000
0

0

598131
30006

30000 48000 550131 628131 34006 662137

ｎ

）

ｎ

〉

10873
13897
9454

34370

342617
153000
55214

10873
13897
9454
34370

342617
153000
55214

120000

10873
13897
9454
34370
120000

0

342617
153000
55214

ｎ

） 619425 619425 120000 739425
3()000 48000 (69294) ｎ

） 8706 (85994) (77288)

I 経常収益
1.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5.その他収益
経常収益計

Ⅱ 経常費用
(1)人件費

給料手当
役員報酬
退職給付費用
福利厚生費

人件費計
(2)その他経費

会議費
消耗品費
旅費交通費
通信運搬費
地代家賃
減価償却費
印刷製本費
謝礼
雑費
その他経費計

経常費用計
当期経常増減額

内容 金額 算定方法

:円 )



内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備 考

合計

4 使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 〈正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は   円です。

5.固 定資産の増減内訳

6.借 入金の増減内訳

役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

8 その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために
必要な事項

事業費と管理費の検分方法

科 目 期首取得価額 取 得 減少 期末取得価額 減価償却累計頼 期末帳簿価額

有形固定資産
車両運搬具
什器備品

無形固定資産

投資その他の資産
敷金

合計

科 目 期首残高 当期借入 当期返済

合 計

科 目

金

計算書類に
計上された

内、役員及
び近親者 と

の取引

内、近親者
及び支配法
人との取引

(活動計算書)

活動計算書計
(貸借対照表)

貸借対照表計

その他の事業に係る資産の状況

.爾天戻高¬



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和3年度 財産目録

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 からだフシギ

53,296
574,914

628,210

車両運搬具

2

の

2

長

未収金

什器備 品

ソフ トウェア

地権

敷金

3

現金預金

手元現金

東京三菱UFJ銀行普通預金

2,522,315 2,522,315

3.lm.525

【A】 資 産 合 計 ①十② 3.:5,525

魔1脇彙僣

未払金

③

預 り金

合計
０

）

定負饉2

長期借入金

退職給付引当金

菫負曇合計  ・・・0

2,000,000

2■Ю住∝Ю

【B-1】 負 債 合 計 ③+④ 2.0∞ .000

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ―【B-1】 1,150,525
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書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和3年度年間役員名簿 (口事婁年農において優■であつたことがある全員の民名及び住層又は層籠菫

`に

これらの■について0"事■年虔における0口0■
"を

●●した名簿〕

特定非営利活動法人  からだフシギ

1 確認事項 (法第 20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反 していません。 (法第21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間
(該 当者のみに記入 )

氏   名

1 理 事

ヒシヌマミチコ 令和2年  4月  1日

令和4年 3月  31日

年 月

月

日

日年菱沼典子

2 理 事

シラキカス'オ

令和2年 4月  1日

令和4年  3月  31日

年:   月   日

年  月  日
白木和夫

岩辺京子

3 理 事

クワモトノフ'コ 令和2年 4月  1日

令和4年  3月  31日

年

年

月

月

日

日桑本暢子

4 理 事

ムラマツシ・ュンコ 令和2年 4月  1日

令和4年 3月  31日

年  月  日

年   月  日村松純子

5 理 事

セトヤマヨウコ 令和2年 4月  1日

令和4年 3月  31日

年   月   日

年  月  日瀬戸山腸子

6 監事

フチシ・ェンコ 令和2年 4月  1日

令和4年 3月 31日

年

年

月

月

日

日渕純子

8 理事・監事

午

年

月

月

日

日

年

年

月

月

日

日

9 理事・監事

年  月  日

年   月   日

年  月  日

年  月  日

10 理事・監事

年   月   日

年 月 日

年  月  日

4二   月   日



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)

設立・事業報告用

社 員 名 簿 〈社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人_二型室星畳二

氏   名

1

ヒシスマ

菱沼

ミチコ

典子

2

シラキ  カス
・
オ

白木 和夫

3

材クホ
° ノプコ

大久保 暢子

4

ムラマツ  シ
・ュンコ

村松 純子

5

セトヤ7 ヨウコ
瀬戸山 陽子

6

フチ

渕

iD7
ff+

7

ナカムラ メグミ

中村めぐみ

8

フナクホ・  メク・ミ
舟久保 恵美

9

ンマタ・メク・ミ
島田 恵

10

カワセヒロコ
川瀬浩子

11

12


